
 

  

令和６年度学校評価【定時制】 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定
着、専門教育
の充実、共通
教科と専門教
科のバランス
に配慮した教
育課程編成や
組織的な授業
改善に取り組
む。 
 

②専門教育充実
のため、三修
制希望生徒へ
の支援、資格
取得の推進、
企業や職業技
術校等との連
携体制の確立
など、夜間定
時制高校とし
て魅力をより
一 層 充 実 す
る。 
 

③学校行事や生
徒会活動を充
実させ、生徒
の主体的活動
を推進する。 

①基礎学力の定着と
工業の専門性向上
に対応する教育課
程を編成する。生徒
が卒業後のキャリ
アプランを見据え
て意欲的に学習に
取り組むことがで
きるよう支援体制
の充実を図る。 

 
②国家資格取得に向
けた支援体制の充
実、企業や職業技術
校等との連携を図
り、夜間定時制の工
業高校として魅力
的な教育活動を展
開する。 

 
③学校行事や生徒会
行事の充実を図る。 

①多様な学習ニーズに
応じた指導の充実に
向けて、組織的な授業
改善に取り組む。少人
数のメリットを生か
し、一人ひとりの生徒
に寄り添った授業を
展開する。３修制希望
生徒に対する学習支
援を充実する。 

 
②各種検定を活用した
スモールステップで
丁寧な資格指導・支援
体制を充実させる。企
業や職業技術校等と
連携した工業教育を
充実させる。 

 
③学校行事や生徒会行
事の事前指導を充実
させるなど、各行事の
ねらいを明確にする
ことにより生徒が主
体的に参画できるよ
う指導する。 

 
 

①校内研修や研究授業
等に全職員で取り組
むことができたか。
生徒による授業評価
で、生徒自身の学び
に関する項目に改善
が見られたか。３修
制希望生徒が卒業に
向けて学習を継続す
ることができたか。 

 
②国家資格の取得者が
前年度より増加した
か。企業や職業技術
校等と連携すること
ができたか。 

 
③学校行事や生徒会行
事に生徒が主体的に
参画していたか。 

①組織的な授業改善に
全職員で取り組み、
多様な学習ニーズに
応じた指導の充実を
進めている。全ての
３修制希望生徒が、
前期の定通併修科目
において良好な成績
を収めている。 

 
②定時制生徒の約半数
が国家資格や各種検
定等の取得に向けて
学習に取組んでい
る。職業技術校と連
携の方向性について
打合せを実施した。 

 
③４月当初に実施され
る遠足はコロナ禍の
影響でこれまで生徒
の参加率が低下して
いたが、今年度は
87.9％の生徒が積極
的に参加しクラスの
親睦を深めることが
できた。 

①組織的な授業改善の
取組を継続し、更な
る基礎学力の定着と
専門教育の充実を図
る。個に合わせた指
導により、３修制希
望生徒の単位修得を
支援する。 

 
②資格取得に向けて粘
り強く取組むことが
できるよう丁寧な指
導・支援体制を継続
する。企業や職業技
術校と連携の方向性
について整理する。 

 
③今後も行事に対して
生徒達が主体的に参
画できるよう、より
良い学校行事の在り
方を引き続き検討す
る。 

①３修制を希望する生
徒が順調に成果を残
していることは大変
すばらしい。支援の継
続をお願いしたい。 
模範的なICTの活用授
業をデジタルコンテ
ンツ化して動画で共
有するなど、組織的な
授業改善を進めてほ
しい。 

 
②生徒の半数が資格取
得に挑戦しているこ
とは評価できる。 
関係機関と連携を深
めて、資格取得の経済
的支援も含めてサポ
ートできるように支
援してほしい。 

 
③学校行事への参加者
が増えていることは
評価できる。在籍生徒
が少ない中、生徒主体
の学校行事の運営が
できることを期待す
る。 

①組織的な授業改善の
取組によって、生徒に
よる授業評価結果に
改善が見られた。３修
制希望生徒の半数で
はあるが、次年度の卒
業に向けて単位習得
できた。ICT を効果的
に活用した更なる授
業改善が今後の課題
である。 

 
②在籍生徒の半数が資
格取得に挑戦するこ
とができた。資格試験
の受験率の更なる向
上が課題である。関係
機関と連携を深める
必要がある。 

 
③学校行事については
生徒の希望も取り入
れながら特に遠足の
参加率が向上させる
ことができた。生徒数
が減少している中で
も各行事において生
徒の参加率を向上さ
せる必要がある。 

①組織的な授業改
善のテーマとし
て、ICT を利活用
した授業づくり
に引き続き取り
組んでいく。新課
程三修制生徒の
卒業に向けて支
援体制を充実さ
せる。 

 
②資格取得の有用
性を生徒に伝え
る取組を粘り強
く実施する。関係
機関と連携した
支援の在り方に
ついて整理する。 

 
③学校行事の在り
方について、生徒
が自分事として
主体的に取り組
める充実した内
容の企画運営と
なるよう指導・支
援し参加率向上
に努める。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①個に応じた支
援のための組
織的な教育相
談体制を確立
す る と と も
に、基本的生
活習慣の確立
に向けたきめ
細かい生活指
導 に 取 り 組
む。 

 
②部活動の活性
化や各種コン
テスト、競技
会への参加を
通して、生徒
の達成感、連
帯感、責任感
を涵養する。 

①生徒一人一人に対
応できる相談体制
を確立するととも
に、生徒の情報を共
有し、担任、学年外
でも生徒の対応を
しやすくする。ま
た、基本的生活習慣
の確立に向けたき
め細かい生活指導
に取り組む。 

 
②「神奈川県立学校に
係る部活動の方針」
により、部活動の方
針を策定し、教育課
程と連携した部活
動の活性化を図る。 

 

①登校指導時の声掛け
により生徒の対応か
ら気持ちの浮き沈み
等を見取る。 

 生徒から話しやすく
なるように声掛けを
して個々の相談を受
けやすくする。 

 
②新たに策定する方針
に従い年間指導計画
を作成することで計
画的な活動を行い、部
活動の活性化に努め
る。 

①登校時における声掛
けを行う。複数の職
員で個々の生徒を観
察して生徒の変化を
読み取るように努め
る。また、変化が見え
る生徒については担
任、学年の職員と情
報交換する。 

 
②年間を通して部活動
に参加した生徒が増
えたか。 

①今年度も正門・昇降
口において生徒の体
調把握と基本的生活
習慣の確立に向けた
登校指導・声かけを
毎日行い、個別指導
へつなげることがで
きた。 

 
②学期に 1 度の部活動
集会で活動計画を立
てながら部活動の活
性化を進めることが
できた。今年度もﾊﾞ
ﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部は全国大会
へ出場。ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
部は西相・湘南地区
定時制通信制ｽﾎﾟｰﾂ
大会へ参加した。 

①生徒の登校時間が遅
れ気味になってきて
いるため基本的生活
習慣の定着を目指
し、引き続き校内指
導体制の充実を図
る。 

 
②部活動が活発になっ
ても怪我等のアクシ
デントが極力防げる
ような活動方法を検
討・推進していく。 

①継続的な登校時の声
かけが定時制生徒の
安定した高校生活に
反映されている。今後
も生徒理解を図り、課
題や困難を早期発
見・対応、家庭との連
携など生徒理解の精
度を高めてほしい。 

 
②定通大会への参加は
部活動の活性化に繋
がっていると思う。 
今後も生徒の主体的
な活動の支援を期待
する。 

①登校時の声かけに対
して生徒が困ってい
ることを相談してく
ることがある等、一
定の有効性を感じる
が、全体的には登校
時間の遅れ気味な生
徒が多いため登校時
間を早めるための指
導が必要である。 

②部活動においては、
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部は定通全
国大会に連続出場し
団体戦３位。ﾊﾟｿｺﾝ部
もﾏｲｺﾝｶｰﾗﾘｰ全国大
会に連続出場する
等、好成績を収めた。
引き続き活動の活性
化をめざしたい。 

①登校時における
声かけを継続す
る中から生徒の
困りごとや課題
を捉え、担任や家
庭との連携をと
りながら必要な
支援が早急にと
れる体制づくり
を検討する。 

②これからも生徒
の主体的で充実
感・満足感のある
活動を最大限優
先しながら、引き
続き部活動の実
施率向上をめざ
して活性化と大
会等への参加促
進を図っていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひと
りの進路実現
に 向 け た 指
導、支援の充
実を図る。 

 
②これからの時
代を生きて行
くうえで必要
な資質や能力
を育成するた
めのキャリア
教育を推進す
る。 

①個々の生徒が卒業
後の進路に対し、具
体的なイメージが
持てるよう指導す
る。 

 
②キャリア教育を推
進するためのプロ
グラムの充実を図
る。 

①LHR や面接等を通し
て、早い段階から生徒
が卒業後の進路につ
いて、具体的に考える
ことができるよう指
導する。 

 
②キャリア教育のねら
いを明確にし、講演会
等を実施することで、
生徒が主体性を持っ
て将来を考えること
ができるよう努める。 

①個々の生徒の卒業後
の進路希望を把握
し、進路実現に向け
た指導をすることが
できたか。 

 
②キャリア教育のねら
いに沿った企画を実
施することができた
か。 

①生徒が主体的に取り
組めるよう支援し、
卒業予定者６名中１
名が就職内定し、１
名が進学予定。現在
４名が進路活動継続
中である。  

 
②今年度も小田原高校
と合同で進路懇談会
を開催することで生
徒達のキャリア意識
が高まった。 

①自己の進路実現に向
けた意識付けを早期
から継続しながら、
学年や進路担当だけ
でなく全体で連携し
て組織的に支援でき
る体制を構築する。 

 
②卒業後の進路に向け
自分事として取り組
めるようなキャリア
教育に資する内容の
講演会等を実施・検
討する。 

①生徒が進路実現に向
けて行動しているこ
とは大変評価できる。
さらに、学びがどのよ
うに自身の進路に繋
がるか指導できると
良い。 

 
②定時制との連携は時
間的に難しいかもし
れないが、地域が実施
している事業も活用
できると良い。 

①職員全体で情報共有
し、卒業生５名に対
し、各生徒の希望に沿
った適切な進路支援
ができている。 

 
②小田原高校と合同で
進路懇談会を開催す
ることで地域の企業
の方から講話を受け、
具体的なキャリア意
識を高めることがで
きた。 

①早期の段階から
情報を共有する
ことで卒業まで
に進路先を確実
に決定できるた
めの支援を今後
も継続する。 

 
②次年度について
も生徒のキャリ
ア意識が高めら
れる行事内容の
検討を行う。 

４ 地域等との協働 

①地域産業や地
域社会との連
携、協働によ
る教育活動の
充実に取り組
む。 

 
②地域や中学生
に工業高校の
魅力・特色を
発信するため
広報活動の充
実を図る。 

 

①地域産業・地域社
会、近隣の小中学校
等との連携・協働に
取り組む。 

 
②学校説明会や見学
会で、本校定時制の
魅力や特色を丁寧
に説明する。また、
地域や中学校にア
ピールするため、Ｈ
Ｐを活用し、魅力あ
る取り組みや活動
等の広報活動を充
実させる。 

①文化祭に地域の方を
招くなど地域と連携・
協働した行事を実施
するとともに、生徒の
自己肯定感を育むた
め、地域の小中学校で
行われる行事等に参
加する取組の充実を
図る。 

 
②学校説明会や見学会
を通じて本校の魅力
や特色を、中学校へ丁
寧に分かりやすく伝
えられるよう、企画内
容を工夫し、ＨＰを活
用して、学校の特色が
より分かる日頃の授
業や実習など普段の
工業高校らしい様子
も随時発信していく。 

①地域の方や近隣の小
中学校等との連携・
協働した取組を充実
させることができた
か。 

 
②本校の特色である定
時制や資格取得につ
いて、分かりやすく
説明できたか。 
ＨＰをこまめに更新
し、その内容を充実
することができた
か。また、定時制の
広報活動の充実を図
ることができたか。 

①マラソン大会、体育
祭に多くのＰＴＡ保
護者の参加や協力を
得ることができた。
地域貢献活動では日
頃の感謝を込めて通
学路のゴミ拾いを実
施し地域の美化に貢
献できた。 

 
②部活動や遠足、体育
祭等の行事が行われ
る毎に、ＨＰを更新
し、本校の魅力をア
ピールすることがで
きた。 

①保護者だけではな
く、近隣の小中学校
との連携・協働でき
る活動の推進に向け
引き続き検討してい
く。 

 
②引続きＨＰの更新に
努めるとともに、本
校定時制の特色をさ
らに分かりやすく丁
寧に伝わるように、
内容や構成を工夫す
るよう努める。 

①学校行事や生徒の活
躍などを地域に積極
的に発信し、生徒が地
域で活躍できる学校
を目指してほしい。ま
た、地域産業や中高と
の連携、協働につい
ても検討すると良
い。 

 
②地域の町内会報や回
覧板に学校の様子が
わかるような広報を
行うことで、地域との
つながりが深まるこ
とを期待する。また、
ＨＰだけではなく、
ＳＮＳの活用等も検
討すると良い。 

①今年度もマラソン大
会、体育祭に多くのＰ
ＴＡ保護者の参加を
いただけたとともに、
日頃の感謝を込めて
生徒達が主体的に通
学路のゴミ拾いを実
施し地域の美化に貢
献できた。 

 
②ＨＰを積極的に活用
し、定時制の生徒の活
動や学校の様子を、地
域や中学校に発信す
ることができた。ただ
し、ＨＰだけでなく他
の方法で情報発信が
できるか検討する必
要がある。 

 

①各行事について
地域への情報発信
をしながら、保護者
だけではなく、近隣
の小中学校との連
携・協働できる活動
の推進に向け引き
続き検討していく。 
 
②ＨＰをより分か
りやすい内容に
整理し、閲覧しや
すいよう工夫す
る。また、回覧板
を定期的に回し、
地域へ情報発信
を行い、地域連携
に努める。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安心し
て学校生活を
送れるよう学
習 環 境 の 整
備、防災体制
の整備に取り
組む。 

 
②研修による意
識啓発、業務
の共有、協働、
効率化をめざ
し、働き方改
革の推進と不
祥事の未然に
防止を図る。 

①感染症の動向を見
極めつつ、学習環境
の整備と ICT の活
用に向けた校内体
制の整備の充実を
図る。また、生徒の
防災意識の向上と
校内の防災体制の
強化を図る。 

 
②各グループ・班の業
務内容や分担を再
点検し、業務の相互
補助や協働を進め、
効率化と進行管理
の徹底を図る。ま
た、不祥事に対する
当事者意識を醸成
し、事故の未然防止
につなげる。 

①感染防止への意識を
向上させる。 
ICT の活用に向けて生
徒への支援、教員の研
修を充実させる。 
また、防災訓練や防災
教室を実施し、周囲の
協力、状況に応じた生
徒の防災行動を身に
付けさせる。 

 
②各業務の共有化によ
り、主・副担当の相互
補助を進め、必要に応
じて全体での協働作
業による効率化を図
るとともにＧＬや班
長は、業務の進行管理
に気を配る。また、不
祥事ゼロプログラム
をもとに不祥事防止
研修会を設定する。 

①感染防止対策を徹底
することができた
か。生徒も教員も ICT
活用に取り組むこと
ができたか。 

 防災訓練や防災講演
会の実施により、生
徒の防災意識の向上
を図ることができた
か。また、地域・保護
者との協力体制を整
備することができた
か。 

 
②職員相互の連携が取
れて、業務が一人に
集中することなく、
遅滞なく業務が遂行
できたか。また、不祥
事が起こることがな
かったか。 

①校内での感染防止対
策を徹底することが
できた。 
ICT の活用場面は年
を追うごとに増して
おり、教育的活用に
関しても着実に進ん
でいる。11 月の夜間
防災訓練・防災講演
で、生徒の防災意識
の向上に役立てた。
また、地域住民や保
護者との連携を図る
ことができた。 

 
②各グループ、各班の
業務内容の適正を把
握した。また、職員全
体に Teams の活用が
浸透したことで円滑
な業務の遂行、進捗
管理ができた。 

①新型コロナウイルス
が５類感染症に移行
してから１年が過ぎ
た。学校全体で感染
防止への意識の低下
を防ぐ。ICT 活用に向
けての教員同士の情
報共有を継続する。
予定されている防災
教室においても、地
域と連携を大切に
し、情報共有が実施
できるよう検討す
る。 

 
②全職員相互の連携や
各グループリーダー
の的確な進捗管理に
より、業務が円滑に
進んでいる。引続き、
不祥事防止を徹底
し、各業務を遺漏な
く進める。 

①防災情報や防災訓練
の成果を反映した危
機管理マニュアルの
作成に取り組むとと
もに、ICT を活用した
危機管理マニュアル
の情報共有を推進す
ることを期待する。 

 意識改革ができたと
の評価に対し、具体的
にどのような行動に
繋がっているかフォ
ローしてもらうと良
い。 

 
②業務推進状況の見え
る化を図り、円滑な業
務遂行が出来ている
ことは評価できる。 
今後も不祥事防止の
徹底を期待する。 

①今年度はより実践的
な防災訓練を行った
ことで、生徒や職員
の防災意識が向上し
たこと、地域との協
力体制を整備するこ
とができた。 

 
②各グループの業務分
担を見直すことによ
り、業務の均等化を
図った。不祥事防止研
修会等を通じて啓発
活 動 を 継 続 し た 。
TEAMS による服務の徹
底を図った。 

①防災訓練での振
り返りをよりし
っかり行い、生
徒や職員、地域
住民との情報共
有に活かす。 

 
②職員全体で業務
の標準化をさら
に進める。引き続
き、当事者意識を
持てるような研
修等を実践する
と同時に、働き方
改革を柱に事故
の起こりにくい
職場環境整備を
進める。 

  


